
　

市
は
、
登
別
市
次
世
代
育
成
支
援
推
進
協

議
会
に
公
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
諮

問
し
、
民
営
化
を
検
討
す
べ
き
と
の
答
申
を

受
け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
民
営
化
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
る
。
保
護
者
へ
の
説
明
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
周
知
期
間
を
設

け
、
広
く
市
民
の
意
見
を
求
め
る
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
避
難
訓
練
の
あ
り
方
と
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
避
難
訓

練
は
、
町
内
会
が
自
ら
行
う
こ
と
と
考
え
る
。

ま
た
、
研
修
会
を
通
じ
て
避
難
訓
練
の
実
施

を
促
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

質　

第
4
信
条
「
結
」
第
一
「
元
気
に
満
ち

た
地
域
福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り
」
、
第
二

「
健
や
か
な
暮
ら
し
・
見
守
る
福
祉
の
推
進
」

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　

近
年
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
が
地
域
か
ら
孤
立
し
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

未
然
防
止
策
と
し
て
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
」
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

今
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
、
町
内
会
、
民
生

委
員
、
福
祉
・
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
見
守
り
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

質　

少
子
化
に
伴
う
小
中
学
校
の
規
模
、
配

置
の
適
正
化
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
。

答　

小
中
学
生
の
人
数
と
学
級
数
に
つ
い
て

は
、
昭
和
57
年
の
8
千
980
人
、
247
学
級
を
ピ

ー
ク
に
減
少
傾
向
を
示
し
、
本
年
度
は
3
千

663
人
、
151
学
級
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
少

子
化
に
よ
り
学
校
規
模
が
縮
小
す
る
こ
と
は

否
め
な
い
が
、
社
会
資
源
の
有
効
活
用
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
学
校
に
誇
り
を
持

ち
古
里
に
愛
着
を
持
て
る
よ
う
な
学
校
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
。
現
状
で
は
少
人
数
学

級
、
小
規
模
校
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

当
面
、
統
廃
合
に
つ
い
て
の
考
え
は
な
い
。

質　

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
、
多
く
の
市
民
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
突
然
の
雨
の
避
難
場
所
や
団
体
利

用
の
休
憩
場
所
と
し
て
、
屋
根
付
き
の
休
憩

場
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
テ
ン
ト
を
2
張
り
設
置
し
て
い
る

が
、
休
憩
場
の
増
設
は
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
整
備
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
る
。

質　

カ
ル
ル
ス
・
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

は
必
要
な
の
か
今
後
の
方
向
性
を
示
せ
。

答　

廃
止
も
視
野
に
入
れ
、
カ
ル
ル
ス
温
泉

の
振
興
の
点
か
ら
地
域
の
方
々
と
協
議
す
る
。

　

第
１
信
条
の
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
登
別

の
創
造
」
か
ら
、
①
防
災
・
減
災
の
視
点
で

の
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
②
消
防
体
制

の
充
実
・
強
化
並
び
に
消
防
団
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
、
③
行
政
職
員
の
体
制
と
訓
練
な

ど
の
実
態
に
つ
い
て
質
問
。

　

ま
た
、
第
5
信
条
の
「
行
政
経
営
か
ら
都

市
経
営
へ
」
に
お
け
る
構
想
か
ら
、
①
都
市

経
営
を
推
進
す
る
上
で
の
市
民
に
求
め
る
具

体
案
に
つ
い
て
、
②
市
役
所
組
織
機
構
の
再

編
と
人
事
制
度
構
築
な
ど
に
対
す
る
具
体
的

構
想
に
つ
い
て
質
問
し
、
市
民
要
望
な
ど
を

含
め
提
言
し
た
。

質　

2
期
目
に
臨
む
「
市
長
所
信
表
明
」
か

ら
、
今
後
の
市
政
運
営
の
根
幹
と
な
る
「
5

つ
の
信
条
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
重
点
政

策
と
し
て
示
し
た
「
14
政
策
」
の
推
進
に
向

け
た
財
源
確
保
に
対
す
る
考
え
に
つ
い
て
。

答　

政
策
実
現
の
た
め
の
財
源
確
保
に
つ
い

て
は
、
既
存
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
な
ど
に
よ
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
事
業
選

択
、
国
・
道
の
補
助
制
度
や
財
政
支
援
制
度

の
積
極
的
活
用
、
さ
ら
に
は
官
民
の
新
た
な

役
割
分
担
に
お
け
る
「
新
し
い
公
共
」
の
推

進
な
ど
、
多
角
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
の
協
力
の
下
で
進
め
る
。

　

記
憶
に
も
ま
だ
新
し
い
東
日
本
大
震
災
か

ら
１
年
半
が
た
つ
が
、
震
災
地
域
の
復
興
が

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
ま
た
国
が
、
広
域
で

震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
は
し
な
い
こ
と
を

決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
当
市
で
は
想
定
し

て
い
た
木
材
チ
ッ
プ
は
、
受
け
入
れ
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
、
職
員
派
遣

な
ど
、
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
質
問
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
か
ら
大
津
波
に
よ
る
浸
水
予

測
図
が
示
さ
れ
た
が
、
避
難
の
仕
方
や
自
主

防
災
の
考
え
方
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
通
し
て
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
の
が
重
要
で
、
備

え
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
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